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春がやってきましたよ
（尾崎区）

立
春
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春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
１
月
13

日
、
大
勢
の
消
防
関
係
者
が
出
席

す
る
中
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
三
笠
分
団
三
笠
班
に
よ
る

き
び
き
び
と
し
た
通
常
点
検
や
阿
久
根

第
一
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
阿
久
根
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
の
規
律
訓
練
、
蓮

華
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る 

演
技
の
ほ
か
、
功
労
者
表
彰
な
ど
が 

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
阿
久
根
漁
港
新
港
に
移
動

し
、
市
内
全
消
防
分
団
が
新
春
の
空
に

ア
ー
チ
を
描
き
な
が
ら
、
一
斉
に
放
水

し
ま
し
た
。
小
雨
が
降
る
肌
寒
い
天
候

新で
し
た
が
、
多
く
の
市
民
が
漁
港
の
両

岸
か
ら
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

平成25年　消防出初式

新春の空に
火災や災害のない
一年を願い一斉放水

蓮華保育園幼年消防クラブによる
元気でかわいらしい演技

きびきびとした動きを見せる
三笠分団三笠班の通常点検

2Akune
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今月の題字

阿久根は自然が豊かで空気
もよく、とても暮らしやすい
所です。食べ物は、ボンタン
がおいしくてとても自慢でき
るまちです。
将来の夢は「レスキュー隊」
です。事故とかが起きたりし
たら、人を守って喜んでもら
えるようにがんばりたいです。

ひと言

阿久根市役所、社会福祉協
議会では平成25年３月31日ま
で義援金を受け付けています。
市民の皆さまのあたたかい 
ご支援をお願いします。

東日本大震災義援金
（平成25年１月31日現在）

13,710,820円
※日本赤十字社を通じて、被災 

された方々へ配分されます。

宮み
や

　
前ま

え

　
　
絢け

ん

さ
ん

大
川
小
６
年

今月の表紙

春を告げる鳥といわれるメ
ジロ。「チチチチ…」と澄ん
だきれいな鳴き声が、尾崎区
の山林に響き渡っていまし
た。

義援金の受付

で
し
た
が
、
多
く
の
市
民
が
漁
港
の
両

岸
か
ら
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

平成25年　消防出初式

入口ホールには様々な
消防関係資料が展示

消防団員さながらの阿久根第１
少年消防クラブによる規律訓練

中央分団後援会会長による万歳三唱
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平成25年消防出初式における表彰受賞者

○
企
業
感
謝
状

株
式
会
社
さ
こ
う
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

○
優
良
分
団
表
彰

大
川
分
団

山
下
分
団

鶴
川
内
分
団

○
優
良
班
表
彰

三
笠
分
団
黒
之
浜
班

鶴
川
内
分
団
桑
原
城
班

大
川
分
団
尻
無
班

大
川
分
団
大
川
第
一
班
・
第
二
班

山
下
分
団
山
下
班

新
留
　
秀
雄
（
団
本
部
）

表
彰
受
賞
者
（
敬
称
略
）

◇
市
長
表
彰

◇
団
長
表
彰

◇
消
防
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰

○
消
防
団
員
退
職
者
第
２
号
報
償
伝
達

（
勤
続
15

年
〜
25

年
未
満
）

田
原
　
正
信
（
鶴
川
内
分
団
田
代
班
）

谷
口
　
純
一
（
山
下
分
団
尾
崎
班
）

○
永
年
勤
続
功
労
章

中
村
　
主
税
（
団
本
部
）

○
功
績
章
（
勤
続
20

年
）

大
下
本
成
二
（
折
多
分
団
多
田
班
）

野
中
　
竜
彦
（
山
下
分
団
弓
木
野
班
）

○
精
績
章
（
勤
続
15

年
）

若
松
　
和
幸
（
山
下
分
団
尾
崎
班
）

折
橋
　
政
光
（
山
下
分
団
弓
木
野
班
）

畠
中
　
義
文
（
山
下
分
団
山
下
班
）

大
田
　
省
吾
（
大
川
分
団
尻
無
班
）

松
峯
　
義
幸
（
中
央
分
団
積
載
班
）

野
﨑
　
清
人
（
三
笠
分
団
黒
之
浜
班
）

寺
地
　
利
久
（
大
川
分
団
尻
無
班
）

濵
田
　
洋
一
（
大
川
分
団
第
二
班
）

園
田
　
勇
一
（
三
笠
分
団
古
里
班
）

牛
之
濱
一
喜
（
山
下
分
団
山
下
班
）

湯
田
　
矢
凡
（
中
央
分
団
車
両
第
二
班
）

宮
里
　
治
雄
（
大
川
分
団
第
一
班
）

寺
地
　
一
文
（
大
川
分
団
尻
無
班
）

寺
地
　
政
行
（
大
川
分
団
尻
無
班
）

尻
無
濱
　
学
（
大
川
分
団
尻
無
班
）

岩
﨑
俊
二
郎
（
大
川
分
団
牛
之
浜
班
）

◇
消
防
庁
長
官
表
彰
（
伝
達
）

◇
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰
（
伝
達
）

◇
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
（
伝
達
）

◇
消
防
協
会
出
水
支
部
長
表
彰

◇
県
知
事
表
彰
（
10

年
勤
続
章
）

白
肌
　
隆
一
（
山
下
分
団
弓
木
野
班
）

永
井
野
好
児
（
山
下
分
団
尾
崎
班
）

若
松
　
郁
雄
（
山
下
分
団
尾
崎
班
）

小
園
　
豪
志
（
西
目
分
団
佐
潟
班
）

○
永
年
勤
続
章
（
勤
続
15

年
）

落
　
健
一
（
大
川
分
団
牛
之
浜
班
）

堂
後
健
二
郎
（
三
笠
分
団
桐
野
班
）

栗
野
　
昌
浩
（
鶴
川
内
分
団
桑
原
城
班
）

松
永
　
智
志
（
山
下
分
団
山
下
班
）

○
優
良
団
員

猿
樂
　
龍
一
（
西
目
分
団
佐
潟
班
）

古
田
　
貴
光
（
西
目
分
団
西
目
班
）

洲
﨑
　
伸
治
（
中
央
分
団
車
両
第
二
班
）

船
蔵
　
真
一
（
中
央
分
団
積
載
班
）

松
﨑
　
勝
利
（
三
笠
分
団
三
笠
第
一
班
）

濵
之
上
貴
友
（
三
笠
分
団
三
笠
第
二
班
）

笹
原
　
史
貴
（
三
笠
分
団
桐
野
班
）

松
﨑
　
広
美
（
三
笠
分
団
瀬
之
浦
班
）

福
浦
　
涼
太
（
三
笠
分
団
黒
之
浜
班
）

加
田
野
　
巧
（
三
笠
分
団
黒
之
浜
班
）

外
戸
口
幸
敏
（
三
笠
分
団
黒
之
瀬
戸
班
）

廣
瀬
　
孝
行
（
大
川
分
団
尻
無
班
）

米
次
　
純
（
鶴
川
内
分
団
田
代
班
）

宮
﨑
　
幸
男
（
鶴
川
内
分
団
桑
原
城
班
）

村
野
　
博
文
（
赤
瀬
川
分
団
）

末
吉
　
正
宗
（
赤
瀬
川
分
団
）

中
村
　
健
治
（
山
下
分
団
山
下
班
）

餅
越
　
和
幸
（
山
下
分
団
弓
木
野
班
）

永
井
野
　
猛
（
山
下
分
団
尾
崎
班
）

○
団
長
表
彰
　
勤
続
章
（
勤
続
10

年
）

古
田
　
貴
光
（
西
目
分
団
西
目
班
）

洲
﨑
　
伸
治
（
中
央
分
団
車
両
第
二
班
）

船
蔵
　
真
一
（
中
央
分
団
積
載
班
）

松
﨑
　
勝
利
（
三
笠
分
団
三
笠
第
一
班
）

濵
之
上
貴
友
（
三
笠
分
団
三
笠
第
二
班
）

笹
原
　
史
貴
（
三
笠
分
団
桐
野
班
）

松
﨑
　
広
美
（
三
笠
分
団
瀬
之
浦
班
）

福
浦
　
涼
太
（
三
笠
分
団
黒
之
浜
班
）

加
田
野
　
巧
（
三
笠
分
団
黒
之
浜
班
）

外
戸
口
幸
敏
（
三
笠
分
団
黒
之
瀬
戸
班
）

廣
瀬
　
孝
行
（
大
川
分
団
尻
無
班
）

米
次
　
純
（
鶴
川
内
分
団
田
代
班
）

宮
﨑
　
幸
男
（
鶴
川
内
分
団
桑
原
城
班
）

村
野
　
博
文
（
赤
瀬
川
分
団
）

末
吉
　
正
宗
（
赤
瀬
川
分
団
）

中
村
　
健
治
（
山
下
分
団
山
下
班
）

餅
越
　
和
幸
（
山
下
分
団
弓
木
野
班
）

永
井
野
　
猛
（
山
下
分
団
尾
崎
班
）

猿
樂
　
龍
一
（
西
目
分
団
佐
潟
班
）
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新春行事
市内各地で新春の伝統行事である、えびす祭り

や鬼火たき、尾崎小学校の郷土カルタ大会、脇本

小学校の凧揚げ大会などが行われました。

倉津区のえびす祭り
１月10日、豊漁と航海安全を
祈願する「えびす祭り」が、市
内11か所の地区で開催されまし
た。
倉津区の漁民研修室で行われ
た「えびす祭り」では、大勢の
漁業関係者が見守る中、着物姿
の倉津漁業青年団員23名が送神
歌である「よいこん節」を交代
で歌いつなぎ、航海安全などを
祈願しながらえびす様に焼酎を
ふるまっていました。

大田地区（山下馬場区）の鬼火たき
１月６日、大田地区（山下馬場区）の鬼火たきが、
同地区の高松川付近空き地で行われました。地区住
民ら56名が燃えさかる鬼火を囲み、今年１年の無病
息災を願いました。例年地区住民が集まって協力し
合い、集落行事として開催しています。

豊漁と航海安全を祈願してえびす様に焼酎をふるまう参加者

鬼火たきで無病息災を願う大田地区の皆さん

尾崎小学校の郷土カルタ大会
１月18日、尾崎小学校で毎年恒例の郷土カルタ大
会が開催されました。体育館いっぱいに広げられた
阿久根の特産、名所などが描かれた大きな絵札46枚。
全校児童12名が３チームにわかれて真剣な表情で駆
け回り、取った枚数を競い合いました。今年で21回
目。

脇本小学校の親子凧
た こ

揚げ大会
１月27日、脇本海岸で脇本小学校ＰＴＡ主催の
親子凧揚げ大会があり、親子30組ら約70名と教職
員が参加し、昔ながらの遊びを楽しんでいました。
「小学生のときに作って以来でしたが、無事あがっ
てくれてよかった」と参加した保護者の方が話し
ていました。

郷土カルタを手に持つ尾崎小学校児童親子で作った凧が青空に高くあがる
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まちの話題 みんなのアルバム

１月12日、市女性団体連絡会主催
の阿久根市サンサンミセス大会、阿
久根市女性大会が市民会館で開催さ
れ、193名が参加しました。
会員の活動発表や八代市の農事組
合法人日進温室組合花苗育苗セン
ター所長　田辺美代子氏の「いかそ
う、女性のちから」と題した講演も
行われ、参加者は熱心に聞き入って
いました。

阿 久根市サンサンミセス大会・
阿久根市女性大会開催

１月21日、鹿児島酒造阿久根工場で貯蔵タンク
が立ち並ぶ中、精神的、肉体的にハンディのある
仲間と一緒に音楽活動を行っている渡辺知子さん
が、ミニコンサートを開きました。両手がないメ
ンバーの永松玲子さんも足で手話をしながら歌を
披露したり、和太鼓演奏をするなど多彩な演奏が
行われ、来場者は聴き入っていました。

１月14日、西目小学校６年生の子
どもたちが、卒業前の思い出作りに
と、親子でペットボトルロケットを
作成して打上げ体験を行いました
（発射台は、せんだい宇宙館提供）。
「すごい勢いで飛ぶもんだから、びっ
くりした」と参加した子どもが嬉し
そうに話していました。

１月27日、大川地区の薩摩街道を
歩く阿久根薩摩街道ウォークが行わ
れました。美しい海のまちづくり公
社が主催で、家族連れや歴史ファン
など約150人が参加。
牛ノ浜駅をスタートした参加者は、
頼山陽公園やフゾドンの墓など、コー
ス途中の史跡を楽しみながら、先人
の足取りに思いをはせていました。

渡 辺知子さんの体験談と心がふれあうコンサート

ペ ットボトルロケット打上げ成功

先 人の足取り、薩摩街道をゆく

軽快なリズムに乗って楽しい踊りで
笑いをふりまくひょっとこ踊り

講演を行う田辺美代子氏

会員などの展示コーナー
（市民会館入口ホール）

渡辺知子さん（右）と一緒に手話を足で行いながら
歌を披露するメンバーの永松玲子さん（中央）

150名が参加した阿久根薩摩街道ウォーク

緊張しながらロケットに燃料の
水を入れる西目小の児童ら

s
「
わ
た
し
の
足
は
腰
か
ら
上
に
上
が
る
と
手
に
か
わ
る
ん
で
す
」
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ま
ち
の
話
題
　
み
ん
な
の
ア
ル
バ
ム

三笠バザール＆
AKN76完売御礼
（阿小ストア）

AKN76（阿小ストア）で
販売された阿っくんパン

阿っくんパンを手にとる買い物客

完売を知らせる看板

完売して喜ぶ三笠中学校の生徒ら

三笠バザールで販売された
レモングラス

１月19日、三笠中学校の生徒らに
よる三笠バザール、１月26日には、
阿久根小学校５年生の児童らによる
AKN76（阿小ストア）が「えきまえチャ
レンジショップ華」で行われ、どち
らのお店も用意していたものが完売
する大盛況となりました。
三笠バザールでは、ジャガイモや
エノキ茸、白菜などの野菜が飛ぶよ
うに売れ、AKN76（阿小ストア）では、
子どもたちが作った「阿っくん」の
顔形をした「阿っくんパン」など200

個が約30分で売り切れる人気ぶりで、
子どもたちも大満足のようでした。

三 笠バザール＆AKN76完売御礼

鶴川内中学校の生徒３人が、南九州
西回り自動車道をまたぐ陸橋の橋名板
の文字を書きました。橋が完成したた
め、生徒らは１月29日、橋の施工業者
の招きで橋名板を見学しました。原稿
を書いた冨吉初音さんは「橋がある限
りずっと自分の字が残ると思うと、書
くことができてよかったと思う」と話
していました。

市道の橋名板に鶴川内中学校の
生徒の字

取り付けられた橋の名板と、文字を書いた
鶴川内中学校の生徒ら

阿久根ソフトボールスポーツ少年団は、３月29日
から４月１日に佐賀県嬉野市で行われる春季全日本
小学生男子ソフトボール大会に出場することになり
ました。同団は、昨年の出水地区新人戦（５年生以下）
で優勝し、県予選では優勝は逃したものの各地区代
表を倒して準優勝となり、全国大会出場を決めまし
た。団結成36年目で初の快挙です。市民の皆さまの
応援をよろしくお願いします。

阿久根ソフト少年団が初の全国大会へ

全国大会初出場となる阿久根ソフトボールスポーツ少年団

みんなのアルバム
楽しい話題などをお知らせください。
総務課秘書広報係☎0996-73-1211（内線1214）

（阿小ストア）
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鶴
川
内
中
３
年
、
鶴
川
内
小
６
年
、
山
下
小
６
年
の
子
ど
も
た
ち
が

魚
料
理
の
基
本　

ア
ジ
の
三
枚
お
ろ
し
を
マ
ス
タ
ー

の
魚
食
普
及
事
業
の
一
環
で
実
施

し
た
も
の
で
、
鶴
川
内
中
学
校
３

年
生
と
鶴
川
内
・
山
下
小
学
校
の
６
年

生
が
、
魚
料
理
の
基
本
で
あ
る
ア
ジ
の

三
枚
お
ろ
し
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

北
さ
つ
ま
漁
協
女
性
部
員
が
中
心
と

な
っ
て
、
ア
ジ
の
う
ろ
こ
の
落
と
し
方

や
内
臓
の
取
り
除
き
方
、
骨
に
沿
っ
た

包
丁
の
入
れ
方
な
ど
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
丁
寧
に
指
導
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、

料
理
を
し
た
こ
と
も
、
包
丁
を
持
っ
た

こ
と
も
初
め
て
と
い
う
子
ど
も
も
い
ま

し
た
が
、
何
匹
も
さ
ば
い
て
い
く
う
ち

に
、
参
加
者
全
員
が
さ
ば
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

三
枚
に
お
ろ
し
た
ア
ジ
を
、
キ
ッ
チ

ン
ペ
ー
パ
ー
で
水
気
を
取
っ
て
一
口 

サ
イ
ズ
に
切
り
、
竜
田
揚
げ
や
カ
レ
ー

市

◇アジの竜田揚げ

材料（２人分）

アジ　　　　　　　２匹

生姜のすりおろし　１かけ分

醤油　　　　　　　大さじ３

にんにくのすりおろし　ごく少量

お酒　　　　　　　小さじ３

みりん　　　　　　少量

塩　　　　　　　　１つまみ

片栗粉　　　　　　適量

揚げ油　　　　　　適量

◇アジのカレー風味揚げ

材料（２人分）

アジ　　　　　　　２匹

塩コショウ　　　　適量

片栗粉　　　　　　適量

カレーパウダー　　少 （々風味づけ）

揚げ油　　　　　　適量

アジの竜田揚げ
＆カレー風味揚げ
おろした後の骨はしっかり揚げると

サクサクの骨せんべいになります

揚
げ
た
て
の

ア
ジ
の
竜
田
揚
げ
は
絶
品
で
す
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魚料理の基本　アジの三枚おろしをマスター

真剣な眼差しで指導を受ける子どもたち

洗い過ぎないように内臓を取り除く

地
元
で
水
揚
げ
さ
れ
た
ア
ジ

揚
げ
た
て
お
い
し
い

き
つ
ね
色
に
な
る
ま
で
揚
げ
て
ね

風
味
揚
げ
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

揚
げ
た
て
を
味
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち

か
ら
は
「
肉
よ
り
お
い
し
い
。
ア
ジ
っ

て
こ
ん
な
に
お
い
し
い
ん
だ
」「
今
度

ア
ジ
を
釣
っ
た
ら
、
家
で
も
作
っ
て
み

た
い
」と
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
を
指
導
さ
れ
た
、
北
さ

つ
ま
漁
協
阿
久
根
支
所
女
性
部
長
の 

前
田
惠
子
氏
は
「
北
さ
つ
ま
漁
協
女
性

部
と
し
て
、
こ
う
い
う
立
場
に
立
た
せ

て
も
ら
え
た
こ
と
自
体
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
今
回
の
料
理
教
室
で
子
ど
も

た
ち
が
魚
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
た

こ
と
が
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
中
高
生
を
対
象
と

し
た
水
産
教
室
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
取
組
で
、
安
全
に
気
を
付
け
て
態

勢
を
整
え
れ
ば
、
小
学
校
の
高
学
年
で

も
十
分
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
何
よ
り
、
大
き
な
ケ
ガ
が
な
く
て

よ
か
っ
た
で
す
」
と
手
応
え
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

魚
食
離
れ
が
進
む
な
か
、
ふ
る
さ
と

阿
久
根
の
魚
の
お
い
し
さ
を
も
っ
と
子

ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
市
で
は
今
後
も
こ
の
よ
う
な
魚
食

普
及
の
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

行
き
ま
す
。
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翔
高
校
の
部
活
動
は
、
体
育
系
・

文
科
系
を
合
わ
せ
て
23

あ
り
、
陸

上
競
技
部
や
放
送
部
な
ど
の
よ
う
に
、

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
て
活
躍
し
て

い
る
部
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

高
校
生
活
は
勉
強
も
大
事
で
す
が
、

部
活
動
を
通
し
て
顧
問
の
先
生
や
先

輩
・
後
輩
等
の
仲
間
と
一
緒
に
味
わ
う

達
成
感
や
絆
づ
く
り
、
精
神
的
な
強
さ

が
身
に
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
部
活
動
か

ら
得
ら
れ
る
も
の
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
鶴
翔
高
校
に
入
っ
て
部
活

動
に
励
み
、
一
緒
に
青
春
の
一
ペ
ー
ジ

を
め
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

鶴

T
ra

c
k-

a
n
d
-
F
ie

ld
 C

lu
b

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
上
競
技
部

鶴
翔
高
校
の
部
活
動
と
い
え
ば
、
や

は
り
陸
上
競
技
部
。
先
日
開
催
さ
れ
た

全
国
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
大
会
で

は
、『
花
の
１
区
』
を
鶴
翔
高
校
２
年

生
の
坂
本
大
志
君
（
阿
久
根
中
出
身
）

が
担
い
ま
し
た
。

◇
部
員
の
ひ
と
言

「
市
陸
上
競
技
場
で
毎
日
練
習
し
て
い

ま
す
。
み
ん
な
で
走
る
練
習
は
楽
し
い

で
す
。

顧
問
の
東
村
先
生
は
、
自
分
で
改
善

点
が
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
動
き
の

一
つ
一
つ
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
高
校
に

入
っ
て
か
ら
タ
イ
ム
が
伸
び
ま
し
た
。

競
技
環
境
は
名
門
校
よ
り
劣
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

一
緒
に
全
国
を
目
指
す
新
入
生
を
待
っ

て
い
ま
す
」

【
主
な
成
績
】

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
、
新
人
戦
九
州
大
会

１
位
（
男
子
800

ｍ
）・
２
位
（
女
子
800

ｍ
）、

鹿
児
島
県
高
校
駅
伝
大
会
２
位
、
全
国
都

道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
出
場

大会に向けて練習に励む陸上競技部

鶴翔
高校へ
行こう⑤

Club Activity Introduction.

今月は鶴翔高校の
部活動紹介です。
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T
a
b
le

 T
e
n
n
is C

lu
b

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

卓
球
部

旧
阿
久
根
高
校
の
卓
球
場
（
学
校
か

ら
徒
歩
５
分
）
で
毎
日
活
動
し
て
い
る

卓
球
部
。
顧
問
の
牛
ノ
濵
先
生
は
、
社

会
人
の
大
会
で
も
活
躍
し
て
い
る
名
プ

レ
イ
ヤ
ー
で
す
。

◇
部
員
の
ひ
と
言

「
顧
問
の
牛
ノ
濵
先
生
の
も
と
で
卓
球

が
し
た
く
て
入
部
し
ま
し
た
。
指
導
が

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
技
術
だ
け
で

な
く
判
断
力
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

県
大
会
で
は
２
位
に
終
わ
っ
た
の

で
、
次
は
勝
ち
た
い
で
す
」

鶴翔高校へ行こう⑤　部活動紹介

練習に余念がない卓球部の練習

【
主
な
成
績
】

北
薩
地
区
高
体
連
春
季
大
会
優
勝
（
女
子

団
体
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
女
子
ダ
ブ
ル

ス
）、
北
薩
地
区
高
体
連
秋
季
大
会
優
勝

（
女
子
団
体
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
）、
高
校
総

体
県
大
会
４
位
（
男
子
団
体
）・
５
位
（
女

子
団
体
）、新
人
戦
県
大
会
ベ
ス
ト
８
（
男

子
団
体
）、
全
国
高
校
選
抜
卓
球
大
会
県

予
選
優
勝
（
女
子
ダ
ブ
ル
ス
）・
２
位
（
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
）
・
ベ
ス
ト
８
（
男
子
シ

ン
グ
ル
ス
）

V
o
lle

yb
a
ll C

lu
b

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

鶴
翔
高
校
の
体
育
館
で
日
々
熱
心
に

活
動
し
て
い
る
の
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

で
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ベ
テ
ラ
ン
が

顧
問
に
つ
き
、
男
女
と
も
に
素
晴
ら
し

い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

熱心に練習するバレーボール部

◇
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

部
長
の
ひ
と
言

「
練
習
は
き
つ
い
け
れ
ど
楽
し
い
で
す
。

試
合
で
苦
し
い
時
、
み
ん
な
で
声
を

出
し
合
い
、
顧
問
の
松
井
先
生
も
必
死

に
な
っ
て
自
分
た
ち
に
指
示
を
出
し
て

く
れ
て
い
る
と
き
、『
バ
レ
ー
や
っ
て
い

る
な
あ
』と
い
う
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。

鶴
翔
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
地
元
の

チ
ー
ム
。
名
門
校
と
比
べ
る
と
雑
草
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
し
っ
か
り

勝
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
」

【
主
な
成
績
】

九
州
総
合
選
手
権
県
予
選
３
位
、
北
薩
地

区
高
体
連
春
季
大
会
優
勝
、
北
薩
地
区
高

体
連
秋
季
大
会
優
勝
、
伊
佐
市
近
隣
高
校

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
優
勝
、
菊
水
旗

大
会
優
勝
、
新
人
戦
県
大
会
３
位

B
ro

a
d
c
a
stin

g
 C

lu
b

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

放
送
部

市
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
行
事

の
司
会
進
行
、
記
録
撮
影
の
ほ
か
、「
３

年
Ａ
組
シ
リ
ー
ズ
」
の
販
売
促
進
ム
ー

ビ
ー
を
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
ロ

ー
ド
し
た
り
と
、大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

◇
部
長
の
ひ
と
言

「
み
ん
な
で
楽
し
く
全
国
大
会
出
場
を

目
指
し
て
日
々
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

放
送
部
で
は
、
撮
影
機
材
の
扱
い
方

の
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
映
像
編

集
技
術
な
ど
が
本
格
的
に
学
べ
ま
す
。

ア
ナ
ウ
ン
ス
や
朗
読
、
ド
ラ
マ
・
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
作
り
に
興
味
が
あ
る
新
入

生
を
待
っ
て
い
ま
す
」

【
主
な
成
績
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放
送
コ
ン
ク
ー
ル
全
国

大
会
出
場
、
九
州
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

九
州
大
会
出
場

専門家から直接指導を受ける放送部
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象
庁
で
は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
に
よ
る
津
波
被
害
を
踏
ま
え

た
新
し
い
津
波
警
報
の
運
用
を
、
平
成

25

年
３
月
７
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

津
波
に
よ
る
災
害
の
発
生
が
予
想
さ

れ
る
場
合
に
は
、
地
震
発
生
後
、
約
３

分
で
大
津
波
警
報
、
津
波
警
報
ま
た
は

津
波
注
意
報
を
発
表
し
ま
す
。そ
の
後
、

「
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
」「
津
波
の

到
達
予
想
時
刻
」
な
ど
の
情
報
を
発
表

し
ま
す
。

「
巨
大
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
大

津
波
警
報
で
、
非
常
事
態
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
ま
す

●
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
を
超
え
る
巨
大

地
震
の
場
合
は
、
正
し
い
地
震
の 

規
模
を
す
ぐ
に
は
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
そ
の
海
域
に
お
け

る
最
大
級
の
津
波
を
想
定
し
て
、
大

津
波
警
報
や
津
波
警
報
を
発
表
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
津
波
の
高
さ
を 

気◇
津
波
警
報
・
注
意
報

津
波
警
報
に
つ
い
て

重
要
な
お
知
ら
せ
で
す

津波の高さを物語る建物屋上の車（宮城県牡鹿郡女川町）

に発生した東北地方太平

洋沖地震は、日本の観測史上最大となるマグニ

チュード9.0の巨大地震となり、この地震で発生

した津波で甚大な被害が生じました。気象庁で

は、地震発生３分後に津波警報を発表しましたが、 

実際の津波の高さは予想を大きく上回るもので 

した。こうした事態を受け、気象庁では津波警報

の技術的改善を図るとともに、警報などの情報文

についても、より避難行動を促すものに改善する

ことにいたしました。

市役所からの

お知らせ

平成23年３月11日

平成25年３月７日から
津波警報が変わります

さ
を
数
値
で
表
わ
さ
ず
に「
観
測
中
」

と
発
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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小
さ
く
予
想
す
る
こ
と
を
防
ぎ 

ま
す
。

●
こ
の
と
き
、最
初
の
津
波
警
報
で
は
、

予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
を
、「
巨

大
」「
高
い
」
と
い
う
言
葉
で
発
表

し
て
非
常
事
態
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
８
段
階
で
発
表
し
て
い
た

予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
に
つ
い

て
、
被
害
と
の
関
係
や
予
想
さ
れ
る

高
さ
が
大
き
い
ほ
ど
誤
差
が
大
き
く

な
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
５
段
階

に
集
約
し
ま
す
。

●
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
の
各
区
分

の
高
い
方
の
値
を
、
予
想
さ
れ
る 

津
波
の
高
さ
と
し
て
発
表
し
ま
す
。

「
巨
大
」
と
い
う
言
葉
を
見
た
り

聞
い
た
り
し
た
ら
、
東
日
本
大
震

災
ク
ラ
ス
の
津
波
が
来
る
と
思
っ

て
、
た
だ
ち
に
よ
り
高
い
場
所
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

津
波
警
報
の
発
表
後
、
沖
合
や
沿
岸

の
観
測
点
で
観
測
し
た
津
波
の
高
さ
や

到
達
時
刻
を
発
表
し
ま
す
。

高
い
津
波
が
来
る
前
は
、
津
波
の 

高
さ
を「
観
測
中
」と
し
て
発
表
し
ま
す

●
大
津
波
警
報
や
津
波
警
報
が
発
表
さ

れ
て
い
る
時
に
は
、
観
測
さ
れ
た
津

波
の
高
さ
を
見
て
、
こ
れ
が
最
大
だ

と
誤
解
し
な
い
よ
う
に
、
津
波
の
高

◇
津
波
観
測
に
関
す
る
情
報

さ
を
数
値
で
表
わ
さ
ず
に「
観
測
中
」

と
発
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
強
い
揺
れ
、
弱
く
て
も
ゆ
っ
く
り
と

し
た
長
い
揺
れ
を
感
じ
た
ら

・
揺
れ
が
な
く
て
も
、
津
波
警
報
を 

見
聞
き
し
た
ら

▽
▼
す
ぐ
に
避
難
Y
▲
△

◇
津
波
か
ら
命
を
守
る
に
は
、

津
波
警
報
等
の
変
更
内
容
等
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
津
波
警
報
が
変
わ
り
ま
す
」

http://www.jm
a.go.jp/jm

a/kishou/
books/tsunam

ikeihou/index.htm
l

※
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
気
象
台
　
防
災
業
務
課

☎
０
９
９
（
２
５
０
）
９
９
１
９

津波警報改善

検索

津
波
は
何
度
も
繰
り
返
し
襲
っ
て

き
て
、
後
か
ら
来
る
津
波
の
方
が

高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
観
測
中
」
と
発
表
さ
れ
た
ら
、

こ
れ
か
ら
高
い
津
波
が
来
る
と
考

え
て
警
戒
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

〈津波警報・注意報の分類と、とるべき行動〉

高さの区分
数値での
発 表

巨大地震の
場合の表現

と　る　べ　き　行　動

大津波警報

10ｍ～ 10ｍ超

巨　大
沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難
ビルなど安全な場所へ避難してください。津波は
繰り返し襲ってくるので、津波警報が解除される
まで安全な場所から離れないでください。

５ｍ～10ｍ 10ｍ

３ｍ～５ｍ ５ｍ

津 波 警 報 １ｍ～３ｍ ３ｍ 高　い

津波注意報 20㎝～１ｍ １ｍ （表記しない）

海の中にいる人は、ただちに海から上がって、海
岸から離れてください。津波注意報が解除される
まで海に入ったり、海岸に近づいたりしないでく
ださい。

平成25年３月７日から津波警報が変わります

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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在
、
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が

１
割
の
方
は
、
平
成
25

年
４
月
か

ら
平
成
26

年
３
月
ま
で
引
き
続
き
『
１

割
』
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」
を
お
持
ち
の

方
で
、
有
効
期
限
が
平
成
25

年
３
月
31

日
と
表
示
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
３
月

中
旬
以
降
に
新
し
い
保
険
証
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

※
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は

『
平
成
25

年
７
月
31

日
』
で
す
。

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、

直
接
市
役
所
へ
お
返
し
く
だ
さ
る
か
、

現

ご
自
分
で
細
断
す
る
な
ど
し
て
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

制
度
改
正
に
よ
り
、
平
成
25

年
４
月

か
ら
『
70

歳
か
ら
74

歳
』
の
方
の
う
ち
、

現
役
並
み
の
所
得
が
あ
る
方
以
外
は
、

医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の
窓
口
負

担
が
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
25

年
４
月

か
ら
平
成
26

年
３
月
ま
で
『
１
割
』
に

据
え
置
か
れ
ま
す
。
そ
の
分
の
財
源
に

つ
い
て
は
国
が
負
担
し
ま
す
。

ま
た
、
70

歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
方
の

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
の
自
己

負
担
限
度
額
も
、
平
成
25

年
４
月
か
ら

平
成
26

年
３
月
ま
で
据
え
置
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

・「
短
期
被
保
険
者
証
」「
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
の
方
は

除
き
ま
す
。

・
保
険
証
更
新
月
で
あ
る
８
月
に
、
前

年
の
所
得
に
よ
っ
て
は
負
担
割
合
が

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
制
度
の
内
容

◇
ご
注
意
く
だ
さ
い

◇
○学
し
る
し
の
保
険
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
世
帯
主
の
方
へ

・
現
役
並
み
の
所
得
が
あ
り
、
す
で
に

３
割
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

は
除
き
ま
す
。

・
一
定
の
障
が
い
等
に
よ
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
ら
れ
て

い
る
方
は
除
き
ま
す
。

○学
し
る
し
の
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

で
、
今
年
３
月
に
卒
業
予
定
の
方
に
つ

い
て
は
、
資
格
喪
失
等
の
手
続
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
市
役
所
健
康
増
進
課

国
保
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
国
保
係

（
市
役
所
南
側
１
階
　
12

番
窓
口
）

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
５
３
・
１
４
５
４
）

健康増進課　国保係

国保係からのお知らせ

国民健康保険に加入されている

70歳から74歳までの皆さまへ

市役所からの

お知らせ
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健
康
コ
ー
ナ
ー

家
族
の
お
酒
問
題
で
困
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
ど
う
対
応
す
れ
ば
良
い

か
分
か
ら
ず
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
飲
み
方
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
な
い
『
病
気
』
で
治
療
が
必
要
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
専
門
の
先
生
の

講
演
で
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
３
月
７
日
㈭

午
後
１
時
30

分
〜
午
後
４
時

◇
会
場
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
第
一
部
　
講
演
会

午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
30

分

【
演
　
題
】

「
ア
ル
コ
ー
ル
の
害
と
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
に
つ
い
て
」

【
講
　
師
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ア
ル
コ
ー
ル
の
害

か
ら
命
を
守
る
会
」
理
事
長

森
口
病
院 

院
長 

森
口 

進 

先
生

◇
第
二
部
　
相
談
会

午
後
３
時
〜
午
後
４
時

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
ア
ル

コ
ー
ル
問
題
に
関
す
る
無
料
相
談
会

※
個
別
に
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
は
電
話
で
の
事
前
申
込
で
先

着
順
と
な
り
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

在
、
平
成
25

年
度
に
実
施
す
る
各

種
健
康
診
査
の
希
望
調
査
票
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者
（
平
成
26

年
３
月
31

日
現
在
）

・
女
性
　
20

歳
以
上
の
方

・
男
性
　
40

歳
以
上
の
方

◇
内
　
容

希
望
調
査
票
に
は
現
在
の
申
込
状
況

が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
変
更
が

あ
る
場
合
の
み
訂
正
し
て
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

現
在
の
申
込
状
況
が
『
未
回
答
』
と

な
っ
て
い
る
方
も
、
健
診
を
「
希
望
す

る
」「
希
望
し
な
い
」
の
い
ず
れ
か
に

記
入
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
提
出
期
限
　
３
月
８
日
㈮
ま
で

◇
提
出
先

各
区
長
さ
ん
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
、
健
康
増
進
課
　
保
健
予
防

係
（
１
階
南
側
15

番
窓
口
）、三
笠
支
所
、

大
川
出
張
所
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

ご

現

　健康増進課　保健予防係
☎０９９６－７３－１２１１（内線１４５７・１４５８・１４６１）
ＦＡＸ　０９９６－７３－０２９７　　　　　　　　　　　　　 　

　健康増進課　保健予防係
☎０９９６－７３－１２１１（内線１４５７・１４５８・１４６１）
ＦＡＸ　０９９６－７３－０２９７　　　　　　　　　　　　　 　

アルコールの害と

アルコール依存症について

～こころの健康づくり講演会～

年に１回は、
健診を受けて健康を確認
～各種健康診査の
希望調査についてのお知らせ～
問い合わせ先

申込み・問い合わせ先

無料相談会あります
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春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

阿
久
根
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
３
月
１
日
㈮

か
ら
３
月
７
日
㈭
ま
で
の
７
日
間
実
施
さ
れ

ま
す
。

こ
の
時
季
は
風
が
強
く
、
空
気
が
乾
燥
し

や
す
い
日
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
を
使

う
際
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
火
事
を
出
さ
な
い
ポ
イ
ン
ト

・
火
を
使
う
時
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

・
火
を
消
し
た
時
は
、
完
全
に
消
え
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る

・
出
か
け
る
前
や
寝
る
前
に
火
の
元
を
確
か

め
る

◇
火
事
だ
Y
そ
の
時
の
心
構
え

・
早
く
知
ら
せ
る

・
早
く
火
を
消
す

・
早
く
逃
げ
る

◇
火
災
死
者
の
ほ
と
ん
ど
は
逃
げ
遅
れ
で
す

義
務
設
置
Y
住
宅
用
火
災
警
報
器

火
災
に
よ
る
死
者
を
減
少
さ
せ
る
た
め

に
、
平
成
23
年
６
月
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
設
置

場
所
は
、
国
の
基
準
で
「
寝
室
」
や
「
階

段
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
で
悪
質
な
訪
問
販
売
（
不
適

正
な
価
格
、
無
理
強
い
販
売
な
ど
）
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
　
警
防
課
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
１
９

西
の
高
突
山
（
６
０
０
ｍ
）

登
山
会

◇
日
　
時
　
３
月
17
日
㈰
　
午
前
８
時
集
合

阿
久
根
市
役
所
　
駐
車
場

◇
コ
ー
ス
　
本
之
牟
礼
分
校
跡
地
か
ら
西
の

高
突
山
ま
で
の
往
復

◇
参
加
料
　
一
日
保
険
代
な
ど
と
し
て

500
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

※
小
学
生
は
保
護
者
な
ど
が
必
ず
同
伴

◇
持
参
す
る
も
の
　
雨
具
、
昼
食

◇
申
込
締
切
　
３
月
10
日
㈰
（
先
着
30
名
）

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
阿
久
根
市
山
好
会

花
木
　
☎
０
９
０（
３
１
９
７
）５
５
８
４

谷
口
　
℻
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
５
８

移
動
ね
ん
き
ん
相
談
所
の
開
設

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
等
の

交
通
事
故
弁
護
士
相
談

県
で
は
、
交
通
事
故
弁
護
士
無
料
相
談
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

◇
日
時
　
２
月
28
日
㈭

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

◇
場
所
　
県
庁
内
交
通
事
故
相
談
所

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
９
６
（
２
８
６
）
２
５
２
６

年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
へ
の
『
移
動

ね
ん
き
ん
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。
相
談

に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員
な
ど
が 

応
じ
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
３
月
28
日
㈭

午
前
９
時
40
分
〜
午
後
３
時
40
分

※
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待
合
室
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◇
場
所
　
市
民
会
館
　
第
10
会
議
室（
１
階
）

◇
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑

②
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
ね
ん
き
ん
特
別

便
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
等

③
本
人
確
認
が
で
き
る
資
料
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
等
）

※
代
理
の
場
合
は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

◇
予
約
期
間
　
３
月
１
日
か
ら
３
月
15
日

※
予
約
受
付
先

市
民
環
境
課

国
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
３
）

障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
引
き
上
げ

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
お
知
ら
せ

４
月
１
日
か
ら
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進

等
に
関
す
る
法
律
」
で
、
事
業
主
（
従
業
員

数
50
人
以
上
）
に
対
し
て
そ
の
雇
用
す
る
労

働
者
に
占
め
る
身
体
・
知
的
障
が
い
者
の
法

定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
精
神
障
が
い
者
に
つ
い
て
は
、
雇

用
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
雇
用
し
た
場
合

は
雇
用
障
害
者
数
に
算
定
で
き
ま
す
。

◇
法
定
雇
用
率（
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
）

・
民
間
企
業
　
　
　
　
　
　
　
　
２
・
０
％

・
国
・
地
方
公
共
団
体
等
　
　
　
２
・
３
％

・
都
道
府
県
等
の
教
育
委
員
会
　
２
・
２
％

※
問
い
合
わ
せ
先
　
出
水
公
共
職
業
安
定
所

☎
０
９
９
６
（
６
２
）
０
６
８
５

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が
改
正

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、
使

用
者
は
労
働
者
に
対
し
、
最
低
賃
金
額
以
上

の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
産
業
別
最
低
賃
金
の
対
象
業
種

鹿児島県の最低賃金

最 低 賃 金 名 称 時間額

地 域 別
最低賃金

鹿 児 島 県 最 低 賃 金 654円

産 業 別
最低賃金

百貨店、総合スーパー 680円

自動車（新車）小売業 724円

電子部品、デバイス、
電子回路、電気機械
器具、情報通信機械
器具製造業

700円
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　 ら し の 情 報 く s阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） s三笠支所☎0996-75-0002 s大川出張所☎0996-74-0001

袋かけされたビワ（小漉区）

に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
産
業
別
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
鹿
児
島
労
働
局

最
低
賃
金
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
８
８
１

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
へ

「
養
蜂
振
興
法
」
が
改
正
さ
れ
、
業
と
し
て

養
蜂
さ
れ
て
い
た
方
に
加
え
、
趣
味
等
で
さ

れ
て
い
る
方
も
県
へ
飼
育
の
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
花
粉
交
配
用
に
使

用
す
る
時
期
だ
け
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
で
、

蜂
蜜
・
蜜
蜂
等
を
販
売
し
て
い
な
い
方
は
届

出
が
不
用
で
す
。
ま
だ
、
届
出
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、農
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
農
政
課
　
農
政
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
３
７
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧

平
成
25
年
度
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
登
録
漏
れ
な
ど

の
確
認
が
必
要
な
方
は
、
縦
覧
さ
れ
る
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
縦
覧
期
間
　
２
月
23
日
〜
３
月
９
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
縦
覧
場
所
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
問
い
合
わ
せ
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
３
４
１
）

田
・
畑
へ
家
屋
な
ど
を
建
築
す
る
場

合
、
必
ず
転
用
許
可
が
必
要
で
す

家
や
倉
庫
の
建
築
、
駐
車
場
等
を
造
る
際

に
は
、
た
と
え
耕
作
し
て
い
な
く
と
も
、
登

記
簿
上
、
そ
の
土
地
の
地
目
が
田
・
畑
で
あ

れ
ば
、
必
ず
許
可
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
農
地
を
宅
地
や
山
林
な
ど
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
隣
接
の
農
地
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
が
定
め
た
農

地
法
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
で
調
査
を
行

い
、
審
査
し
て
か
ら
、
最
終
的
に
県
か
ら
許

可
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
土
地
に
家
な
ど
を
建
築
す
る
際

に
は
、
地
目
が
農
地
で
な
い
か
を
十
分
注
意

す
る
と
と
も
に
、
農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
市
農
業
委
員
会

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
２
５
１
）

放
送
大
学

（
平
成
25
年
度
４
月
生
募
集
）

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。
現
在
、
平
成
25
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
し
て
い
ま

す
。

◇
出
願
期
間
　
２
月
28
日
㈭
ま
で

※
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
　
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１

屋
外
広
告
物
に
は

許
可
申
請
等
が
必
要
で
す

ま
ち
に
は
商
品
名
や
商
店
、
事
務
所
名
を

表
す
広
告
板
、
広
告
塔
な
ど
多
く
の
広
告
物

が
あ
り
ま
す
。
広
告
は
人
々
を
適
切
に
案
内

誘
導
し
た
り
、
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
日

常
生
活
を
便
利
に
し
、
ま
ち
を
活
気
づ
け
る

も
の
で
す
。

し
か
し
、
広
告
物
が
無
秩
序
で
大
量
に 

設
置
さ
れ
る
と
、
景
観
を
損
ね
る
ば
か
り

か
、
通
行
人
に
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。

そ
の
た
め
、
県
で
は
屋
外
広
告
物
条
例
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
屋
外
広
告
物

に
一
定
の
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。
屋
外
広

告
物
条
例
に
基
づ
き
、
屋
外
広
告
物
を
設
置

す
る
場
合
は
、
許
可
申
請
の
手
続
が
必
要
で

す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
建
設
課
　
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
２
１
）

小型船舶免許　更新･失効講習 
開催日：３月２日㊏
① 09:30～ 阿久根市民会館
② 14:30～ 川内文化ホール（市民会館）

TEL（099）281-7753TEL（099）281-7753
入枝海事事務所入枝海事事務所

◎操縦免許証 ◎認印 △変更有りは住民票
更新:¥9,000 失効:¥15,000 写真は当日撮影

日替わりランチ（食後のコーヒー付き）モーニング有ります￥450円
（
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
）

え
び
の
ス
テ
ー
キ
カ
ツ

　
　
　
　
￥
６
５
０
円

喫 茶 みんなの部屋 ☎ 64－6288
阿久根市塩鶴町1-89
（店主）岩崎一男（場所）ジョイフルより南へ100ｍ（8時～19時）
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図書館へ行こうY
　手芸･手作りコーナーをつくりました
寒い冬は暖かい部屋で手芸を楽しんでみては
いかがでしょうか。マフラーやニット帽子など、
初心者でも手軽に作れる小物がたくさんありま
す。館内カウンター横に特設コー
ナーを設置しています。この冬、
ぜひ挑戦してみてください。

　新刊案内
・『展覧会いまだ準備中』 山本幸久（著）

学生時代は応援団に在籍していた
美術館学芸員の今田弾吉。目の前の
仕事に追われる日々だが、サクラと
の出会いと１枚の絵の鑑定依頼が 
弾吉の心にスイッチを入れた…。

・『雪猫』 大山淳子（著）
この世界をくれた女神を命が尽き
るまで愛そう。真っ白な猫のタマオ
は少女に命を救われた。高校生に
なった少女は、ある日何者かに追わ
れていた。タマオは塀の上を走り、
怪しい男に飛びかかる。すると…。

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　午前９時～午後７時

　図書館の催し
※参加料は無料。お気軽にどうぞご参加ください。
・３/２㈯　午後２時～
映画会
・３/９㈯　午後２時～
バンビ教室（読み聞かせ）
・３/16㈯　午後２時～
手作り教室

・『名もなき花の』 吉永南央（著）
珈琲豆と食器を商う「小蔵屋」の
お草さんが珈琲豆を仕入れている 
ミトモ珈琲商会が代替わり。事務的
で冷たい感じを受ける２代目女社長
には、「小蔵屋」の近くに出店する
計画が…。

・『めんのめんめん』 庄司三智子（著）
天ぷらそばにナポリタン、カレー
南蛮、フォー、チャプチェ。つるつ
るズルズル、もぐもぐ。世界各地の
麵の面 、々我も我もとご対面Y読ん
で楽しい、見ておいしい、思わず 
よだれが出そうなユーモア絵本。

昔の阿久根の写真を募集していますY
総務課　秘書広報係
☎０９９６－７３－１２１１（内線１２１４）

地元で「最強メンバー」と呼ばれていた
三笠中学校柔道部の皆さん（昭和62年12月５日）

和62年、三笠柔道スポーツ少年団の第一期
生が中学生となり、県大会や地区大会など

７つの大会で優勝。当時、地元で『最強メンバー』
と呼ばれていました。
この写真は同年に、三笠中学校の柔剣道場が
落成した記念に撮影されたものです。
その三笠柔道スポーツ少年団は、今年で結成

30周年を迎えました。１月５日には記念大会が
行われ、同日の祝賀会には約200名が参加。20名
ほどの団員で始まった在籍者は300名を超えまし
た。現在、石原英明総監督を中心に５名の指導
者と22名の団員が在籍しています。
初代総監督で、現在も指導を続けている古賀
正男さんは、「みんなの支えがあって、これまで
やってこれた。これからも勝負にこだわらず、
思いやりの心を持った、人のためになるような
子どもに育てていきたい」と話してくださいま
した。

現在

三笠中学校柔剣道場落成式（昭和62年）

写真館昔今
写真が語る

阿久根の

昭
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阿 久 根 短 歌 会阿 久 根 短 歌 会
※送り仮名は歴史的仮名使いを使用しています。

連
れ
立
ち
て
朗
ら
か
に
行
く
少
年
の
盲
目
た
り
し
を
つ
い
気
付
か
ざ
り 

有
田
イ
チ
エ

亡
き
義
母
の
餌
付
け
を
し
た
る
白
鷺
が
か
の
日
の
如
く
川
の
辺
に
待
つ 

佐
潟
　
俊
子

阿
久
根
市
に
技
能
五
輪
に
優
勝
の
石い

し

工く

の
若
者
い
る
が
頼
も
し 

野
村
　
克
江

部
屋
に
い
て
眼

ま
な
こ

と
ぢ
つ
つ
風
の
音
聞
け
ば
地
球
の
声
聞
く
ご
と
し 

木
場
　
克
子

五
色
浜
の
渚
に
残
る
忘
れ
潮
一
人
眺
め
て
過
ぎ
し
日
思
ふ 

川
畑
　
ス
ミ

あ
た
た
か
き
友
垣
の
な
か
年
は
逝
き
子
ら
に
包
ま
れ
初
日
拝
み
ぬ 

遠
矢
　
　
律

雪
が
降
る
届
か
ぬ
想
ひ
の
悲
し
み
を
し
づ
め
る
や
う
に
真
白
に
つ
み
ゆ
く 

飛
松
　
保
子

あ
れ
こ
れ
と
働
く
妻
は
疲
れ
し
か
今
日
も
つ
ぶ
や
き
リ
ハ
ビ
リ
に
行
く 

河
南
誠
一
郎

桜は
な

の
絵
に
思
ひ
は
春
に
馳
せ
て
ゆ
く
寒
波
の
つ
づ
く
日
々
震
へ
つ
つ 

白
濵
　
ノ
ブ

杉
山
の
秀ほ

な
み
の
間あ

い

を
見
え
隠
れ
し
つ
つ
渡
り
ぬ
冬
の
夕
日
は 

別
府
　
義
明

「
生
き
て
い
る
か
ら
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
」

と
話
す
の
は
、
高
１
の
と
き
最
年
少

で
エ
レ
ク
ト
ー
ン
コ
ン
ク
ー
ル
世
界

大
会
優
勝
と
い
う
夢
を
果
た
し
た 

渡
辺
知
子
さ
ん
。

　
渡
辺
さ
ん
は
、
難
病
で
あ
る
紫
斑

病
、
ク
モ
膜
下
出
血
で
半
身
不
随
と

い
う
二
度
に
わ
た
る
命
の
危
機
か
ら

奇
跡
的
に
生
還
し
、
精
神
的
、
肉
体

的
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
仲
間
と
一
緒
に

北
九
州
市
を
拠
点
と
し
て
、
コ
ン
サ

ー
ト
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
も
明

日
。
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。
決
し
て
諦
め
な
い

で
」
と
鹿
児
島
酒
造
で
行
わ
れ
た
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
締
め
く
く
る
渡
辺

さ
ん
の
言
葉
に
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
、

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。 

（
寺
園
）

人のうごき
１月31日現在

（　）は前月比

人　口
22,936人
（−30人）

男
10,746人
（ー11人）

女
12,190人
（−19人）

世帯数
10,567世帯
（−14世帯）

出 生 14人
死 亡 43人
転 入 33人
転 出 34人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。

花
田
　
拓た

く

弥み

　
健
　
治
（
遠
見
ヶ
岡
）

岩
﨑
　
志し

道ど
う

　
太
　
朗
（
市
　
外
）

柏
木
　
悠ゆ

う

真ま

　
勇
　
一
（
山
下
馬
場
）

下
山
　
琉

り
ゅ
う

翔と

　
仁
　
志
（
波
　
留
）

西
田
　
朱し

ゅ

莉り

　
裕
　
二
（
波
　
留
）

御
幸
ひ
ま
り
　
真
　
也
（
　
潟
　
）

佐
潟
　
隼は

や

人と

　
哲
　
朗
（
山
下
馬
場
）

佐
々
木
悠ゆ

う

斗と

　
竜
　
也
（
　
段
　
）

山
下
　
斗と

う

護ご

　
尊
　
広
（
　
段
　
）

末
松
　
瑚こ

雪ゆ
き

　
茂
　
継
（
高
之
口
）

中
野
　
柊

し
ゅ
う

花か

　
浩
　
一
（
　
潟
　
）

田
中
　
煌こ

う

己き

　
康
　
巨
（
　
浦
　
）

松
本
　
一い

ち

華か

　
勇
　
樹
（
永
田
下
）

市
成
　
咲さ

く

富と

　
　
篤
　（
　
栫
　
）

中
野
　
タ
ミ
82
（
的
　
場
）
花
木
カ
ツ

田
原
　
則
夫
83
（
田
代
中
）
チ
ヨ
ノ

弓
場
　
貞
吉
77
（
大
　
丸
）
喜
美
子

上
野
　
嘉
𠮷
90
（
羽
　
田
）
通
　
夫

松
永
ミ
ヤ
子
85
（
山
下
馬
場
）
辰
　
已

梶
尾
　
ソ
メ
92
（
黒
之
浜
）
助
　
成

永
井
野
正
利
85
（
尾
　
崎
）
昭
　
則

寺
地
ケ
サ
ノ
89
（
尻
無
下
）
満
　
則

早
水
ハ
ル
ヱ
96
（
瀬
之
浦
上
）
真
　
一

寺
地
　
學
　
77
（
尻
無
下
）
廣
　
子

池
田
　
絹
枝
96
（
脇
本
馬
場
）
照
　
代

鶴
田
　
浩
二
55
（
木
佐
木
野
）
さ
と
み

田
渕
　
充
　
75
（
新
　
町
）
松
　
江

　
津
ヨ
シ
ノ
89
（
　
町
　
）
　
昇

砂
畑
　
榮
吉
84
（
波
　
留
）
早
　
苗

川
畑
シ
ヅ
ヱ
98
（
川
畑
中
）
一
　
夫

大
石
昭
四
郎
83
（
高
之
口
）
フ
ミ
ヱ

花
田
ス
々
ミ
92
（
波
　
留
）
正
　
昭

袰
川
　
ム
ツ
93
（
大
　
丸
）
恭
仁
子

大
田
　
仁
熊
93
（
尻
無
中
）
ハ
ル
子

前
田
市
太
郎
82
（
古
　
里
）
一
　
代

神
之
田
和
德
63
（
仲
仁
田
）
た
け
子

松
永
　
新
市
57
（
牛
之
浜
）
さ
え
子

跡
上
　
一
房
72
（
黒
之
浜
）
實
　
野

中
野
　
シ
ヅ
82
（
高
　
松
）
博
　
光

髙
野
久
美
子
88
（
大
　
丸
）
須
川
正
徳

松
永
　
セ
キ
75
（
牛
之
浜
）
佐
潟
英
雄

築
地
ハ
ツ
ヱ
96
（
中
　
村
）
幸
　
吉

大
野
　
親
治
86
（
桐
野
下
）
チ
　
ミ

平
田
ツ
ル
子
86
（
横
　
手
）
一
　
男

杉
安
サ
ク
子
86
（
高
之
口
）
川
涯
利
雄

簗
瀬
　
隆
德
92
（
米
　
次
）　
豊

本
　
　
奬
　
83
（
田
代
中
）
マ
サ
ヨ

寺
地
ス
ヱ
ミ
ツ
97
（
尻
無
上
）
良
　
加

八
郷
　
正
市
81
（
八
　
郷
）
岡
野
れ
み
子

寺
地
　
妙
子
87
（
尻
無
中
）
年
　
一

松
元
ミ
ユ
キ
90
（
大
　
丸
）
久
　
利

落
　
ハ
ツ
エ
87
（
　
落
　
）
隆
　
盛

中
川
　
登
　
76
（
松
ヶ
根
）
キ
ヨ
子

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）
代
表
者

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

１月17日、鶴翔高校１年生109名が、総合陸上競技場から
国道３号赤瀬川信号交差点一帯の道路周辺の清掃を行いまし
た。同校が毎年、年３回学年ごとに行っている美化活動の一環。
生徒たちは４班に分かれて、分別しながらのゴミ清掃を行い
ました。２月14日は、３年生が場所を変えて同様の活動を行
う予定とのことです。

阿久根を

『清掃』致し候。

其の拾四

ゴミ清掃活動を行う鶴翔高校１年生の皆さん



20Akune
◦編集／発行　阿久根市総務課秘書広報係

〒899-1696　鹿児島県阿久根市鶴見町200番地　☎（0996）73-1211
◦阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/
◦阿久根市携帯サイト　http://www.city.akune.kagoshima.jp/keitai/

た
だ
今
青
春
！

た
だ
今
青
春
！

淵ふ
ち

　

上が
み

　
宗

し
ゅ
う　

成せ
い

　

さ
ん
™3

◇趣味は何ですか・・・

野球（所属：V
バ イ キ ン グ

iking）と
ソフトボール（所属：武蔵）です。

◇性格は・・・
すごくポジティブZ

◇理想の異性像は・・・
明るくて、気が利く人

◇今一番興味のあること
淵上誠選手（ボクシング）の試合を観ること

◇阿久根についてひと言
とても住みやすくて、自然豊かなまち

◇将来の夢は・・・
グアムで野球のキャンプをしてみたい（笑）

当品は毎日無理なくお飲みいただけるように｢宅配専用商品」として発売し、
お近くの森永牛乳販売店からご家庭にお届けさせていただきます。

今回は「うるおうグルコサミン」「カルダス」「いきいき元気のむヨーグルト」３本セットをお試しとしてお届け致しますので、お問合せ下さい。

お問合せは、

鶴田牛乳販売店
電話〈店舗〉0996－73－4395
　　〈自宅〉0996－73－1869

180㎖

【あなたの骨と腸をサポート】
☆ミルクカルシウム２倍
☆ビフィズス菌20億個以上
☆鉄分１㎎
☆乳脂肪分２％

115㎖

【膝の痛みが気になる季節です】
☆グルコサミン1,500㎎
☆コラーゲン1,000㎎
☆ヒアルロン酸５㎎

新製品

120ｇ

【風邪予防は毎日の食生活から】
☆ビフィズス菌100億個以上
☆ラクトフェリン100㎎
☆食物繊維2.6ｇ

年中無休

２４時間受付
お電話ください

　　ご相談承ります

ルミエールあくね

０９９６－６４－６４４４

ルミエールみかさ

０９９６－６４－３４４４

愛とまごころ
　　感動の人柄葬

各宗派、家族葬・個人葬から団体・社葬まで

ご相談に応じます。

家族のようなあたたかさやぬくもりを忘れず、

大切な人とのお別れにふさわしい、人柄を偲ぶ

ご葬儀をお手伝いいたします。

ＪＡ鹿児島いずみ

　年金友の会員　共済加入者

　祭壇料より最大15％値引

今、何かスポーツを始めてみようと思っている小学
生の皆さん、一緒に楽しみながらバレーボールで汗を
流してみませんか。私たちNOAでは年５回大会を開き、 
県内はもとより熊本、宮崎のチームとも交流を深めてい
ます。昨年は初めての試みでしたが、卒業した県内の 
中学生が集まり、NOAとして大会に参加してくれまし
た。卒団しても後輩への思いやりを忘れず、バレーの指
導に来てくれる先輩たちの下で基本から楽しく練習して
みませんか。ぜひ、一度見学に来てください。入団の際
の送迎はいたします。

【活動日時】毎週火・水・金曜日 午後５時〜午後７時
【活動場所】折多小学校体育館
【連 絡 先】簗瀬（携帯）０９０ー１１６３ー３１５５

『NOA（少年少女バレーボール団）』
サークル紹介


